
いつも　　　　  を使ってくれている皆さまへ。

傷に貼るカットバンはこの度、誕生から6 0周年を迎えました。

ゴール目前で転んでしまった運動会のかけっこ。

やっと見つけたクワガタに指を挟まれた夏休み。

背伸びして履いたハイヒールの靴ずれ。

会議中、分厚い資料をめくったその瞬間。

生姜焼きに添えるキャベツを千切りしているとき。

日々の暮らしの中で人は、傷つくものだから。

いろんなシーンでお役に立とうと励んでまいりました。

カットバンはとても地味な姿をしています。

それは皆さまの肌に、そっととけこむため。

まるで、森の中でカメレオンが擬態するように

目立たず、主張せず、控えめに、を貫いてまいりました。

60周年を迎えてもその姿は変わりませんが、

いつもより少しだけ、カットバンの存在を感じてほしい。

そんな思いを胸に、6 0周年キャンペーンを開催します。

一緒に楽しんでいただけたらうれしいです。

傷にハレば、心がハレる。なーんちゃって。

60年分の感謝を込めて。

その傷に、カットバン。祐徳薬品工業  


